
○ 平成 26 年度の収益的収支（税抜）純損益は約▲２９億円（収益 ７４８億円、 

費用 ７７７億円）と、2 年連続の赤字 

○ 地域医療ニーズに応え、患者の減少傾向に歯止めをかけるなど収支改善 

に積極的に取り組んでいくことが必要 
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<収益> H2５年度 7２９.１億円 → H2６年度 7４８.０億円（＋１８.９億円） 

○ 診療単価は増加したが、患者数が減少したため診療収益は減少。 

○ へき地医療や高度専門医療などの政策医療を提供する病院への繰入金は増加。 

<費用> H2５年度 7３７.１億円 → H2６年度 7７7.３億円（＋４０.２億円） 

○ 会計基準の見直しに伴い、特別損失や給与費（退職給付費）が増加。  

○ 消費税増税により材料費やその他費用（消費税損失）が増加。  

平成 26 年度決算 約 29 億円の赤字 



主な統計データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入院は、紹介患者の増加や医師の増員

などにより４病院で増加したが、医師の

減員や在院日数の短縮、外来診療へのシ

フト、魚沼医療再編に向けた準備などに

より１１病院で減少した。 

 

・外来は、紹介患者の増加などにより６

病院で増加したが、医師の減員や近隣診

療所の開設などにより９病院で減少し

た。 

・会計基準の見直し等による医業費用の

増加に伴い、医業収支比率は2.０ポイン

ト減少。 

思いやりと笑顔の看護 

※決算情報の詳細については、病院局

ホームページの予算・決算情報でご確

認ください。 

・退職給付引当金の計上により給与費が

増加したため、給与費比率は２.0ポイン

ト増加。 



平成 27 年度病院事業会計当初予算 
 

   

平成 26 年度決算では約２９億の赤字となりましたが、平成 27 年度の当初予算は約５

千万円の黒字予算として編成されています。平成 27 年度は会計制度の見直しによるマイ

ナスの影響が一段落し、また、一般会計からの繰入増等の要因もあり、収支の改善が見込

まれますが、県立病院経営は楽観できるものではありません。   

BSC の取組等を通じ、院長の方針や目標を共有しながら平成 27 年度の予算達成に向け

て職員一丸となった取組をお願いします。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜延べ患者数推移（年度別）＞

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

入院 121 119 119 115 114 110 108 109 107 103 96

外来 231 220 212 197 184 173 166 166 165 160 156
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(単位：万人)

＜診療単価推移（年度別）＞

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

入院 31,701 32,060 32,550 32,284 33,192 33,960 35,208 37,122 38,239 39,457 41,029

外来 9,670 9,490 9,849 9,406 9,854 10,488 11,186 11,879 12,424 12,792 13,377
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＜主要指標＞

26年度当初 27年度当初 増減

延べ患者数 2,574千人 2,154千人 △420千人

うち入院患者数 1,007千人 842千人 △165千人

うち外来患者数 1,567千人 1,312千人 △255千人

病床利用率 80.6% 80.8% 0.2%

入院単価 42,938円 45,684円 2,746円

外来単価 13,474円 13,999円 525円

＜主な取組＞

医療サービスの向上

〇　医療提供体制の整備 5,023百万円

・十日町病院、加茂病院改築工事　等

〇　がん診療機能の強化 1,232百万円

・ＰＥＴ－ＣＴの稼働（中央・新発田）

・リニアックの更新による放射線治療の機能強化（がんセン） 等

〇　診療機能の維持向上 2,400百万円

〇　療養環境の整備 281百万円

・病室改修（吉田、精神）　等

＜当初予算推移（収益的収支）＞　　　　（単位：百万円）

26年度 27年度 増減

総収益 78,512 71,274 △ 7,238

うち診療収益 64,338 56,829 △ 7,509

うち一般会計繰入金 10,367 10,469 102

総費用 79,511 71,223 △ 8,288

うち特別損失 2,634 1 △ 2,633

純損益額 △ 999 52 1,051

※予算原案より抜粋、十万以下切り上げ



 

 

平成２７年度から、医療の高度化・複雑化、患者ニーズの多様化に対応していくため

医療職の専門資格（認定看護師、認定薬剤師等）の取得、更新に対する支援が拡充され

ました。また、今年度も多くの外部機関研修が予定されています。皆さん積極的にチャ

レンジしてください。  

○専門資格支援制度の主な拡充内容(抜粋)※詳細は H27.3.12 付病院局第 1171 号をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○H27 年度外部機関研修計画（今後募集予定のもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門資格の取得等の支援が拡充されました！ 

「信頼される病院づくり」にかかる取組をお知らせください！ 

皆様からの「こんなことやっているよ」という情報提供や投稿を心からお待ちしています！  

病院局業務課改革室   E-mail: ngt400020@pref.niigata.lg.jp 

 

職種 支援分類 支援対象資格(主な拡充部分) 支援内容(主な拡充部分)

取得支援
○NST専門療法士、糖尿病療養指導士2
資格

○NST専門療法士は、資格取得にかかる講習会受講料、実地修練費、受験
料の1/2を支援
○糖尿病療養指導士は、資格取得にかかる講習会受講料、受験料の1/2を
支援

更新支援
○NST専門療法士、糖尿病療養指導士2
資格

○更新料の全額支援

取得支援

○認定薬剤師6資格（感染制御、緩和薬
物療法、精神科薬物療法、妊婦授乳婦薬
物療法、がん薬物療法、外来がん治療）
○NST専門療法士1資格

○認定薬剤師は、資格取得にかかる研修会参加費、講習会参加費、受験料
の1/2を支援
○NST専門療法士は、資格取得にかかる講習会受講料、実地修練費、受験
料の1/2を支援

更新支援

○認定薬剤師6資格（感染制御、緩和薬
物療法、精神科薬物療法、妊婦授乳婦薬
物療法、がん薬物療法、外来がん治療）
○専門薬剤師3資格（がん専門、感染制
御専門、精神科専門）
○NST専門療法士1資格

○更新料の全額支援

取得支援
○認定検査技師3資格（超音波検査士、
認定輸血検査技師、細胞検査士）

○講習会、受験料の1/2を支援

更新支援
○認定検査技師3資格（超音波検査士、
認定輸血検査技師、細胞検査士）

○更新料の全額支援

放射線技師 更新支援
○認定放射線技師2資格（放射線治療専
門技士、検診マンモグラフィ認定技師）

○更新料の全額支援

栄養士 更新支援 ○NST専門療法士1資格 ○更新料の全額支援

リハビリ 更新支援 ○呼吸療法認定士1資格 ○更新料の全額支援

看護師

薬剤師

検査技師

研修名 対象者 募集予定時期

大学院等自主研修 概ね44歳位まで 11月～

セカンドレベル 副看護師長・師長以上 11月～

サードレベル 副部長以上 11月～

呼吸療法認定士 理学療法士・作業療法士 1月～2月

がん看護実務研修 看護師 7月

PTSD対策研修（専門） 医療従事者 10月

PTSD対策研修（一般医療従事者） 医療従事者 12月

アルコール依存症臨床医等研修 医療従事者 7月

看護教員養成研修 看護師 12月

mailto:ngt400020@pref.niigata.lg.jp
mailto:ngt400020@pref.niigata.lg.jp

